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【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　鹿島神社例大祭では藤田商
店街の中心で神輿と山車のパ
フォーマンスが披露されます。
1t 近い神輿が大きく旋回する
迫力に、藤田のまちは観客か
らの大きな歓声で包まれまし
た。

十二神将像（所在地：国見町大字藤田字北地内）

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
No.
18

　鹿島神社境内に安置されている十二神将像。この仏像は、正保年間の頃（1644 ～ 1647 年）に奥州塩釜の住人斎藤
氏が当時流行していた眼病平癒のため寄進されたと伝わります。

　鹿島神社には、医薬神社がともに祀られ、薬師如来の守護神として祀られた十二神将像は、戦いの神として長い年月
を経過してもなお、力強い表情に威厳が見られます。

各地区で
　防災訓練

自分で守る自助

地域で助けあう共助

　

藤
田
・
山
崎
・
石
母
田
地
区

防
災
訓
練
が
10
月
11
日
、
小

坂
・
森
江
野
・
大
木
戸
・
大
枝

地
区
防
災
訓
練
が
10
月
18
日
に

各
地
区
集
会
所
等
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
地
区
ご

と
に
防
災
行
政
無
線
（
同
報

系
）
に
よ
り
避
難
勧
告
が
発
令

さ
れ
、
一
時
避
難
場
所
へ
の
避

難
及
び
安
否
確
認
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
各
地
区
中

央
集
会
所
等
で
自
主
防
災
会
が

主
体
と
な
り
様
々
な
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

地
区
ご
と
の
訓
練
で
は
、
防

災
倉
庫
の
確
認
や
炊
き
出
し
訓

練
、
伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分

署
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
、
消
火
器
を
用
い
た
初

期
消
火
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
災
害
の
自
助
・

共
助
の
重
要
さ
を
再
確
認
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
も「
国
見
町
防
災
の
手
引
き
」

を
活
用
し
、
万
が
一
の
災
害
に

備
え
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
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